
　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は

重
症
化
の
危
険
が
高
い
と
さ
れ
る
人
を

優
先
し

計
画
的
に
接
種
が
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た

こ
の
度

ワ
ク
チ
ン
供

給
量
の
安
定
に
伴
い

予
定
さ
れ
て
い

た
高
校
生

65
歳
以
上
の
高
齢
者

優

先
接
種
対
象
者
以
外
の
健
康
成
人
へ
の

接
種
が
可
能
と
な
り
ま
し
た

な
お
接

種
の
際
は
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
直
接
医
療
機
関
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い

接
種
医
療
機
関
は
市
ホ

ム
ペ

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か

担
当
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

ま
た

市
で
は
所
得
の
少
な
い
世
帯

（
生
活
保
護
世
帯

非
課
税
世
帯
）
に

対
し
て
助
成
金
を
交
付
し
ま
す

優
先

接
種
対
象
者
の
人
で
既
に
接
種
済
み
の

人
も
申
請
が
で
き
ま
す

詳
し
く
は
健

康
推
進
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
接
種
費
用
の
助
成

接
種
費
用
（
自
己
負
担
分
）

▽
1
回
目
　

３
６
０
０
円

▽
2
回
目
　

２
５
５
０
円

（
１
回
目
と
医
療
機
関
が
異
な
る
場

　

合
は
３
６
０
０
円
）

　

市
で
は

支
え
あ
う
地
域
社
会
を
目

指
し

自
主
的
で
主
体
的
な
地
域
に
根

ざ
し
た
市
民
活
動
事
業
を
支
援
す
る
た

め
「
つ
な
が
り
ひ
ろ
が
る
地
域
づ
く

り
事
業
補
助
金
」を
交
付
し
て
い
ま
す

本
年
度

こ
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け

た
44
団
体
の
市
民
活
動
事
業
成
果
に
つ

い
て

ス
テ

ジ
発
表

パ
ネ
ル
発
表

な
ど
を
交
え

各
団
体
に
よ
る
発
表
会

を
行
い
ま
す
新
た
な
出
会
い
の
機
会

ネ

ト
ワ

ク
の
広
が
り
の
場
と
す
る

た
め

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

●
日
時
　

3
月
7
日
（
日
）

▽
ア
ト
ラ
ク
シ
ン
　

午
後
１
時
45
分

▽
発
表
会
　

午
後
2
時

●
場
所
　

豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ

ル

　

市
で
は

食
育
の
基
本
で
あ
る
家
庭

を
中
心
に

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
基
本

的
な
食
習
慣
を
身
に
付
け

健
康
で
豊

か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
み

生
涯
生
き

生
き
暮
ら
せ
る
よ
う
に
食
育
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

そ
こ
で

身
近

な
「
食
」
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
る
講

演
会
を
開
催
し
ま
す

入
場
無
料
で
ど

な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す

当
日

は
市
食
育
推
進
キ

ラ
ク
タ

の
発
表

と
表
彰
式

パ
ネ
ル
展
「
食
育

て
な

に
？
」
を
同
時
開
催
し
ま
す

●
日
時
　

2
月
28
日
（
日
）

午
後
1
時
30
分

3
時
30
分

●
場
所
　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ

●
日
程
　

▽
食
育
推
進
キ

ラ
ク
タ

表
彰
式

午
後
1
時
30
分

2
時

（
受
付
午
後
１
時

）

▽
講
演
会
　

午
後
2
時

3
時
30
分
　

・
演
題
　

「
食
」で
は
ぐ
く
む
健
康
で
豊

か
な
人
づ
く
り

・
講
師
　

松
本
大
学
人
間
健
康
学
部
健

康
栄
養
学
科
　

広
田
直
子
教

授
（
県
栄
養
士
会
副
会
長
・

市
食
育
推
進
会
議
会
長
・
管

理
栄
養
士
・
家
政
学
士
）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種

健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

（

・
０
７
２
６ 

・
０
７
０
３
）

つ
な
が
り
ひ
ろ
が
る
地
域
づ
く
り
事
業

市
民
活
動
事
業
成
果
発
表
会

各
総
合
支
所
地
域
支
援
課
ま
ち
づ

く
り
推
進
係
ま
た
は

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（

･

２
０
０
０ 

･
５
０
０
０
）

Information

情
報
ボ

ク
ス

本

堀

安

豊

穂

三

明

健

市
役
所
本
庁
舎

県
安
曇
野
庁
舎

豊
科
総
合
支
所

穂
高
総
合
支
所

三
郷
総
合
支
所

堀
金
総
合
支
所

明
科
総
合
支
所

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ

　

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間

専

門
家
で
な
い
人
が
で
き
る
応
急
手
当
に

つ
い
て
学
び
ま
す

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し

た
心
肺
蘇
生
法
や

け
が
の
手
当
て
の

方
法

搬
送
法
な
ど
8
時
間
の
講
習
で

す

大
切
な
人
を
救
命
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う

多
く
の
皆
さ
ん
の
受
講
を

お
願
い
し
ま
す

●
日
時
　

3
月
6
日
（
土
）

午
前
9
時

午
後
5
時

●
場
所 

明
科
公
民
館

●
受
講
料
　

無
料

●
募
集
人
員
　

30
人

●
申
し
込
み
　

2
月
28
日
（
日
）
ま
で

に
明
科
消
防
署
（
62･

２
９
９
２
）

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　

市
で
は
平
成
22
年
度
の
工
事
費
１
０

０
万
円
未
満
の
小
規
模
土
木
工
事
登
録

業
者
を
追
加
募
集
し
ま
す

平
成
21
年

度
登
録
業
者
の
申
請
は
不
要
で
す

●
登
録
要
件
　

市
内
に
本
社
を
有
し

次
の
各
号
に
該
当
す
る
こ
と
が
要
件

（
1
）
契
約
を
締
結
す
る
能
力
を
有
す

る
者
お
よ
び
破
産
者
で
な
い
者

（
2
）
安
曇
野
市
建
設
工
事
等
入
札
参

加
資
格
者
名
簿（
土
木
）に
登
録
さ
れ

て
い
る
者（
た
だ
し
市
道
除
雪
受
託

者
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

（
3
）
希
望
業
種
の
履
行
に
あ
た
り
必

要
と
な
る
資
格
許
可
等
を
有
す
る
者

（
4
）
自
社
に
お
い
て
施
工
能
力
を
有

す
る
者
（
一
括
下
請
の
禁
止
）
市
内

全
域
施
工
が
可
能
な
者

（
5
）
夜
間

緊
急

災
害
時
に
出
動

で
き
る
者

●
申
請
方
法
　

市
小
規
模
土
木
工
事
登

録
要
領
に
基
づ
き
申
請
し
て
く
だ
さ

い

同
要
領
は

市
ホ

ム
ペ

ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ド
す
る
か
建
設
課

維
持
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
●
受
付
期
間
　

3
月
1
日（
月
）
10
日

（
水
）（
土
・
日
は
除
く
）

●
受
付
場
所
・
時
間
　

豊
科
総
合
支
所

内
建
設
課
維
持
係
　

午
前
9
時

午

後
5
時

●
選
考
結
果
　

3
月
末
ま
で
に

郵
送

に
よ
り
通
知
し
ま
す

●
登
録
有
効
期
間
　

4
月
1
日

平
成

23
年
3
月
31
日
ま
で
の
1
年
間

せ

ら

知

お上
級
救
命
講
習
会

危
機
管
理
室
消
防
防
災
係

（

･

６
７
６
９ 

・
６
７
３
９
）

小
規
模
土
木
工
事

登
録
業
者
の
追
加
募
集

建
設
課
維
持
係

（

･

３
１
１
１ 

･

３
５
６
９
）
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職業訓練と生活給付金 就職面接会（松本会場）
　雇用・能力開発機構長野センターでは、国の
失業対策の一環として、雇用対策・緊急人材育
成支援事業による無料の職業訓練を実施してい
ます。また、雇用保険受給資格の無い人に、生
活給付金が支給されます。詳しくはハローワー
ク松本または雇用・能力開発機構へお問い合わ
せください。
ハローワーク松本（427･0111 627･0041）

　または雇用・能力開発機構長野センター
　（4026･243･1267 6026･243･2797）

　ハローワーク松本では、一般求職者と平成 22
年 3 月大学等卒業予定および高等学校卒業予定
者で就職未内定者を対象とした就職面接会を開
催します。参加申し込みは不要です。お気軽に
お出掛けください。
●期　日　2月 25 日（木）
●時　間　13：30 ～ 16：00（受付 13：00 ～）
●場　所　松本市中央公民館（Ｍウィング）
●参加企業数　30 社（予定）
ハローワーク松本（427･0111 627･0041）

下水道事業運営審議会答申

まずは全市統一の料金体系を

食
で
は
ぐ
く
む
健
康
で
豊
か
な
人
づ
く
り

市
食
育
講
演
会

健
康
推
進
課
　
　

（

･

０
７
２
６ 

･

０
７
０
３
）

市の下水道事業運営審議会（大
谷孝由会長）は１月 20 日、現在、
２系統ある下水道使用料の料金体
系を見直し、統一するよう宮澤市
長に答申しました。下水道使用料
は現在、収入が多く見込まれる豊
科地域の単価を低く設定する経過
期間を置いていますが、流域下水
道の終末処理にかかわる経費が同
一であることや、一般会計からの
繰入金に大きく依存している状況
など踏まえ、まずは料金体系の統
一を目指すものです。
　市では市議会 3 月定例会に条例
改正案を提出する方針で、可決さ
れれば 10 月徴収分からの適用とな
り、10 立方㍍までの基本料金が全
地域で 1,890 円となります。

答申書の内容を説明する大谷会長（中央）

食育推進キャラクター
安曇野米の炊き立てご飯
が茶わんに盛られたイメージ
です。行儀よく、元気に、お
いしそうにご飯を食べる姿と
特産品のタマネギ・りんご・
信州サーモン・わさび・信
濃黒（黒豆）で安曇野らしさ
を表現しています。


